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平成 28年 11月 19日（土曜日）14：00から、第一部「生まれる」という映画を 321教室、322教室で同時上




 参加者は、150 人であった（子どもの参加 24 人を除く）。アンケートを配布し、終了後回収した。アンケ
ートの回収率は、78.0％（117/150）であった。 
１）参加者の背景 
第一部のみ参加した者 50.4％（59/117）、第二部のみ参加した者 0.9％（1/117）、両方を受講した者 48.7％




















名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第１号（通巻 35号）（2017） 
参加者の年代は、10代 7.8％（9/116）、20代 62.1％（72/116）、30代 13.8％（16/116）、40代 6.9％（8/116）、
50代 7.8％（9/116）、60代 1.7％（2/116）であった（図 2）。参加者のうち、大学生の内訳は、1学年 11.3％
（8/71）、2学年 70.4％（50/71）、3学年 2.8（2/71）、4学年 15.5％（11/71）であった（図 3）。 
参加者の所属は、大学生 61.7％（71/115）、教育関係 9.4％（11/115）、保育医療福祉関係 7.0％（8/115）、




























































































図 5 参加状況と参加に至る広報内容 
３）参加動機 
テーマに関心があった者は 41.0％（48/117）、映画に関心があった者 76.9（90/117）、講演に関心があった





































ちらしポスター HP 口コミ その他
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しいと希望した者が 75.0％（63/84）、当たり前とした者が 1.2％（1/84）、家庭を持つ 38.1％（32/84）、親





















金を自由に使えない 14.3％（2/14）、夢は大切である 7.1％（1/14）、責任が重い 21.4％（3/14）、親になり
たくない 7.1％（1/14）、その他 35.7％（5/14）であった。 
７）子育てイメージ 
子育てイメージは、楽しい 56.4％（62/110）、優しい 14.5％（16/110）、暖かい 43.6％（48/110）、難しい
33.6％（37/110）、つらい 7.3％（8/110）、不安 20.0％（22/110）、忍耐 21.8％（24/110）、義務 2.7％（3/110）、
責任 49.1％（54/110）、喜び 47.3％（52/110）であった。 
８）子の生育で大切なもの 
子の生育に大切なものは、子への愛情 86.0％（98/114）、親の生き方 21.9％（25/114）、夫婦の協力 67.5％
（77/114）、祖父母の愛情6.1％（7/114）、気持ちが通じる友達11.4％（13/114）、安心できる場所や自然14.9％、
17/114）、ゆとりある学校生活 6.1％（7/114）、地域の思いやり 7.0％（8/114）相談できる大人がいる 12.3％
（14/114）、ゆとりある住宅 0.9％（1/114）、安定した収入 22.8％（26/114）、子育てに理解がある職場 14.0％
























図 10 子の生育に大切な「子育て支援サービス」と参加状況 2群 
 
９）この講座で、ライフデザインのイメージはできたのか 
































































































































































































        写真 1 321教室会場             写真 2 322教室 ママさん会場 
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